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平成２１年度　大阪府障がい者自立支援協議会の考え方（案）
大　阪　府　障　が　い　者　自　立　支　援　協　議　会





年に２回程度開催


◆府自立支援協議会の方向性の決定


◆部会等からの報告について検討





全　体　会





地 域 支 援 推 進 部 会





年に２回程度開催


◆地域自立支援協議会の設置推進、及び機能強化方策の検討


◆社会資源情報の共有手法の検討


◆今後の新たな重点課題の把握と検討





ケアマネジメント推進部会





年に２回程度開催


◆市町村、及び地域における相談支援関係者のスキルアップの検討


◆研修事業のあり方検討


◆触法障がい者への支援など、新たな地域課題における広域的な研修の実施検討





新たな検討課題②【障がい者の権利擁護】


障がい者の権利擁護をめぐる課題について、相談支援の立場から検討


【当面の課題（例）】


○相談支援事業における虐待相談などの権利擁護相談の実態調査





プロジェクト①【医療的ケア】





資料　６





プロジェクト②【ガイドライン】





新たな検討課題①【教育と福祉の連携】


教育と福祉との連携における広域的課題について検討


【当面の課題（例）】


○情報共有のあり方について


○通学支援について





月に１回程度開催


【目的】


　大阪府の実態に応じた相談支援ガイドラインを策定することにより、地域間格差等の是正を図るとともに、相談支援の評価における基礎とする。


【当面の課題（例）】


◆支援ガイドラインの作成→作業ワーキングを設置し、素案を作成


【構成】


　市町村障がい福祉担当者、相談支援事業者、福祉・精神保健等関係機関、その他必要に応じて協力依頼








年に２回程度開催


【目的】


　重度（重複）障がい児（者）の地域生活を支えるために必要な医療的ケアについて検討


【当面の課題（例）】


　◆保健・医療・福祉・教育の各領域における課題とサービス量の把握


　◆必要な施策について検討


【構成】


　医療、保健、福祉関係機関、その他必要に応じて協力依頼








